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the U
nification M

ovem
ent in 

A
m

erica

」
と
し
て
「
二
〇
〇
八
年

七
月
二
十
九
日
、
真
の
父
母
様
の
指

0

0

0

0

0

0

0

示0

」
に
よ
っ
て
人
事
発
令
を
受
け
て

い
る
の
で
す
。

　

以
上
の
内
容
を
補
足
し
、

「Chairperson of the U
nification 

M
ovem

ent in A
m

erica

」
を
日

本
語
に
訳
す
な
ら
ば
、「
ア
メ
リ
カ

国
内
の
（
家
庭
連
合
に
お
け
る
）
統

一
運
動
の
総
会
長
」
と
な
り
ま
す
。

　

家
庭
連
合
世
界
本
部
の
英
語
公

文
で
は
、
家
庭
連
合
の
「
米
国

総
会
長
」
を
「Chairperson of 

the U
nification M

ovem
ent in 

A
m

erica

」
と
表
記
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
の
意
味
は
「
ア
メ
リ
カ
国

内
の
（
家
庭
連
合
に
お
け
る
）
統
一

運
動
の
総
会
長
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』

は
、
韓
国
語
公
文
も
英
語
公
文
も
同

じ
内
容
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

仁
進
様
の
人
事
発
令
が
、
韓
国
語
公

文
で
は
「
米
国
家
庭
連
合
総
会
長
」

と
し
て
発
表
さ
れ
、
英
語
公
文
で
は

「
米
国
統
一
運
動
の
責
任
を
負
う
チ
ェ

二
十
四
、
い
わ
ゆ
る
「
文
仁
進
様
の

米
国
総
会
長
任
命
事
件
」
の
真
相

　

二
〇
〇
八
年
七
月
二
十
九
日
、
文

仁
進
様
は
、
家
庭
連
合
の
「
米
国
総

会
長
」
と
し
て
の
人
事
発
令
を
受
け
、

同
年
八
月
十
四
日
に
「
米
国
総
会

長
」
就
任
式
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
鍾
奭
著

『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、「
文
仁
進

教
理
研
究
院

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
教
会
お
よ
び
Ｕ
Ｃ
Ｉ
を
支
持
す
る
人
々
の
言
説
の
誤
り
（
20
）

米
国
総
会
長
任
命
事
件
」
と
呼
び
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　　
「
文
仁
進
米
国
総
会
長
任
命
事
件
」

と
は
「
人
事
権
を
握
っ
た
文
亨
進
が
、

創
始
者
（
注
、
お
父
様
）
の
指
示
を

無
視
」（
１
２
０
ペ
ー
ジ
）
し
て
、

「
米
国
総
会
長
で
あ
っ
た
文
顯
進
の

地
位
を
剥
奪
し
、
代
わ
り
に
文
仁
進

を
米
国
総
会
長
に
発
令
」（
同
）
し

た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
「
創

始
者
と
文
顯
進
の
間
を
完
全
に
引
き

裂
き
、
代
わ
り
に
文
亨
進
を
後
継
者

の
座
に
立
て
る
決
定
的
名
分
」（
１

０
７
ペ
ー
ジ
）
と
な
っ
た
。
仁
進
様

の
「
米
国
総
会
長
」
の
任
命
に
は
、

「
文
顯
進
反
対
勢
力
が
文
顯
進
を
追

い
出
す
為
に
展
開
す
る
ド
ラ
マ
の
よ

う
な
過
程
」（
同
）
が
あ
っ
た
。

　　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
『
統
一
教

会
の
分
裂
』
の
主
張
は
、
事
実
の
曲

解
お
よ
び
み
言
改
竄
に
基
づ
い
た
、

事
実
に
反
す
る
も
の
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
側

の
人
物
が
「
文
顯
進
反
対
勢
力
が
文

顯
進
を
追
い
出
す
為
に
展
開
す
る
ド

ラ
マ
」
だ
と
し
て
作
り
上
げ
た
〝
虚

偽
の
ス
ト
ー
リ
ー
〟
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。

　
（
１
）「
創
始
者
の
意
思
と
は
無
関

係
に
文
仁
進
を
米
国
総
会
長
と
し
て

発
令
し
た
」
と
い
う
虚
偽

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
Ｕ
Ｃ

Ｉ
側
が
主
張
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
文

仁
進
米
国
総
会
長
任
命
事
件
」
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
す
。

　　

二
〇
〇
八
年
七
月
二
十
九
日
、
文

亨ヒ
ョ
ン
ヂ
ン進

様
は
「
文
仁
進
を
米
国
総
会

長
に
発
令
す
る
人
事
公
文
を
全
世
界

の
統
一
教
会
組
織
に
発
送
」（
１
２

０
ペ
ー
ジ
）
し
た
。「
亨
進
様
の
名

前
で
発
送
さ
れ
た
韓
国
語
公
文
に
は
、

仁
進
様
の
職
責
が
米
国
家
庭
連
合
総

会
長
と
し
て
発
表
さ
れ
た
が
、
英
語

公
文
に
は
米
国
統
一
運
動
の
責
任
を

負
う
チ
ェ
ア
マ
ン
と
し
て
発
表
」（
１

２
０
ペ
ー
ジ
脚
注
）
さ
れ
、
同
年
八

月
十
四
日
に
「
文
仁
進
の
米
国
総
会

長
就
任
式
」（
１
２
３
ペ
ー
ジ
）
が

挙
行
さ
れ
た
。
韓
国
の
月
刊
誌
『
統

一
世
界
』
二
〇
〇
八
年
九
月
号
の
記

事
に
は
「
文
亨
進
世
界
会
長
に
よ
っ

て
去
る
七
月
二
十
九
日
、
米
国
総
会

長
と
し
て
人
事
発
令
を
受
け
た
文
仁

進
の
就
任
式
が
八
月
十
四
日
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
セ
ン
タ
ー
七
階
で
全
国
公

職
者
及
び
平
和
大
使
な
ど
五
百
人
余

り
が
集
ま
る
中
で
晩
餐
形
式
で
挙

行
さ
れ
た
」（
１
２
３
ペ
ー
ジ
脚
注
）

と
掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
文
仁
進
米
国
総

2008.

」

　　

家
庭
連
合
世
界
本
部
の
公
文
を
見

れ
ば
、
文
仁
進
様
は
「
二
〇
〇
八
年

七
月
二
十
九
日
、
真
の
父
母
様
の
指

0

0

0

0

0

0

0

示0

」
に
よ
っ
て
人
事
発
令
を
受
け
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
文
亨
進

は
、
二
〇
〇
八
年
七
月
二
十
九
日
に

創
始
者
の
意
思
と
は
無
関
係
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

文
仁

進
を
米
国
総
会
長
と
し
て
発
令
」
し

た
と
い
う
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
の

主
張
は
、
事
実
に
反
す
る
も
の
で
す
。

　

世
界
本
部
の
韓
国
語
の
公
文
に

は
「
米
国
総
会
長
」
と
し
て
発
令

さ
れ
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
英

語
公
文
に
は
「Chairperson of 
the U

nification M
ovem

ent in 
A

m
erica

」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
公
文
の
中
で
、
仁
進
様
の
所

属
（L

ocation

）
は
「F

F
W

P
U

 
International

」、
す
な
わ
ち
家
庭

連
合
の
「
世
界
本
部
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
仁
進
様

は
家
庭
連
合
の
「
世
界
本
部
」
の

所
属
で
あ
り
な
が
ら
も
、
米
国
の

家
庭
連
合
内
の
「Chairperson of 

会
長
任
命
事
件
」
と
は
、
亨
進
様
が

「
二
〇
〇
八
年
七
月
二
十
九
日
に
創

始
者
の
意
思
と
は
無
関
係
に
文
仁
進

を
米
国
総
会
長
と
し
て
発
令
」（
１

４
２
ペ
ー
ジ
）
し
た
こ
と
を
言
う
。

　　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
記
述
は
、

事
実
に
反
す
る
〝
虚
偽
の
主
張
〟
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
八
年
七

月
二
十
九
日
付
の
家
庭
連
合
世
界
本

部
の
韓
国
語
公
文
に
は
、
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
二
〇
〇
八
年
七
月
二
十
九
日
、

真
の
父
母
様
の
指
示
に
よ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

米
国
総

会
長
に
対
す
る
人
事
発
令
（
新
規
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
」（
注
、
翻
訳

は
教
理
研
究
院
に
よ
る
）

　　

そ
し
て
、
そ
の
公
文
の
英
語
版
で

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「T

h
is is to an

n
ou

n
ce 

th
e ap

p
oin

tm
en

t of th
e 

Chairperson of the U
nification 

M
ov

em
en

t in A
m

erica 
according to T

rue P
arents 

instructions given on July 29, 

解 説

ア
マ
ン
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
と
述

べ
て
、
両
者
は
そ
の
意
味
を
違
え
て

表
記
し
て
い
る
と
主
張
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
亨
進
様
が
仁
進
様
を
家
庭
連

0

0

0

合
以
外
の

0

0

0

0

「
米
国
統
一
運
動
の
責
任

を
負
う
チ
ェ
ア
マ
ン
」
と
し
て
発
令

し
た
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
文
顯
進
の
地
位
を
剥

奪
」
し
た
と
で
っ
ち
上
げ
る
た
め
で

す
。

　

さ
ら
に
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
で

は
、
韓
国
の
月
刊
誌
『
統
一
世
界
』

二
〇
〇
八
年
九
月
号
１
３
４
ペ
ー
ジ

か
ら
「
文
仁
進
様
米
国
総
会
長
就
任

式
」
の
記
事
を
引
用
す
る
と
き
、「
文

亨
進
世
界
会
長
に
よ
っ
て
去
る
七
月

二
十
九
日
、
米
国
総
会
長
と
し
て
人

事
発
令
を
受
け
た
文
仁
進
の
就
任
式

が
八
月
十
四
日
、
…
…
挙
行
さ
れ
た
」

と
記
述
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実

際
の
『
統
一
世
界
』
二
〇
〇
八
年
九

月
号
の
記
事
は
「
真
の
父
母
様
の
指

示
に
よ
っ
て
去
る
七
月
二
十
九
日
、

米
国
総
会
長
と
し
て
発
令
を
受
け
た

文
仁
進
様
家
庭
の
就
任
式
が
八
月
十

四
日
、
…
…
挙
行
さ
れ
た
」（
注
、

　

Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
い
わ
ゆ
る
「
郭ク
ァ
ㇰグ

ル
ー
プ
」）
を
支
持
す
る
人
々
は
、
金キ
ㇺ

鍾ヂ
ョ
ン

奭ソ
ㇰ

著
『
統
一
教

会
の
分
裂
』
の
日
本
語
訳
を
広
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
書
籍
は
、
み
言
改か
い

竄ざ
ん

や
事
実
歪

曲
に
よ
り
、
真
の
お
母
様
を
お
と
し
め
る
内
容
に
満
ち
て
い
ま
す
。
今
回
は
、『
統
一
教

会
の
分
裂
』
が
「
文
仁
進
米
国
総
会
長
任
命
事
件
」
と
呼
ぶ
、
真
の
ご
家
庭
の
三
女
・
文

仁イ
ン

進ヂ
ン

様
が
真
の
お
父
様
の
指
示
に
よ
り
家
庭
連
合
の
米
国
総
会
長
に
就
任
し
た
経
緯
お
よ

び
そ
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
書
籍
が
い
か
に
〝
虚
偽
〟
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
か

を
説
明
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
総
合
的
に
理
解
し
把
握
す
る
た
め
に
は
、「
真
の
父
母
様
宣

布
文
サ
イ
ト
（http://trueparents.jp/
）」
の
掲
載
文
や
映
像
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　

教
理
研
究
院

　

注
、
真
の
父
母
様
の
み
言
お
よ
び
家
庭
連
合
の
公
式
発
表
は
「
青
い
字
」
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ

側
の
主
張
は
「
茶
色
の
字
」
で
区
別
し
て
い
ま
す
。

真
の
父
母
様
宣
布
文
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
か
ら
→
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翻
訳
は
教
理
研
究
院
に
よ
る
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
文
亨
進
世
界
会

長
に
よ
っ
て
」
で
は
な
く
、「
真
の

父
母
様
の
指
示
に
よ
っ
て
」
と
い
う

の
が
実
際
の
文
章
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
引
用
文
を
書
き
換
え
て
掲

載
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
完

全
に
改
竄
行
為
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
統
一
教
会
の
分

裂
』
は
、
家
庭
連
合
世
界
本
部
の
公

文
に
書
か
れ
た
「
真
の
父
母
様
の
指

示
」
と
い
う
文
言
を
隠
蔽
す
る
だ
け

で
な
く
、
韓
国
の
月
刊
誌
『
統
一
世

界
』
の
記
事
も
「
真
の
父
母
様
の
指

示
に
よ
っ
て
」
と
い
う
部
分
を
「
文

亨
進
世
界
会
長
に
よ
っ
て
」
と
書
き

換
え
る
こ
と
で
、「
創
始
者
の
意
思

と
は
無
関
係
に
文
仁
進
を
米
国
総
会

長
と
し
て
発
令
」
し
た
と
い
う
〝
虚

偽
の
ス
ト
ー
リ
ー
〟
を
描
い
て
い
る

の
で
す
。

　
（
２
）「
米
国
総
会
長
で
あ
っ
た
文

顯
進
の
地
位
を
剥
奪
し
、
代
わ
り
に

文
仁
進
を
米
国
総
会
長
に
発
令
」
し

た
と
い
う
虚
偽

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
亨
進

様
が
「
米
国
総
会
長
で
あ
っ
た
文
顯

進
の
地
位
を
剥
奪
」
し
た
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ま
す
。

　　

真
の
お
父
様
は
二
〇
〇
五
年
一
月

初
め
頃
、「
文
顯
進
、
文
國
進
、
文

亨
進
の
三
人
の
息
子
に
対
す
る
責
任
」

（
１
２
０
ペ
ー
ジ
）
を
明
確
に
さ
れ
、

顯ヒ
ョ
ン
ヂ
ン進

様
は
二
〇
〇
八
年
七
月
頃
ま

で
「
北
米
と
南
米
に
対
す
る
責
任
」

（
同
）
を
負
っ
て
い
た
。
当
時
の
米

国
に
は
、「
全
体
の
責
任
を
負
う
大

陸
会
長
が
お
り
、
そ
の
上
に
文
顯
進

が
実
質
的
な
責
任
者
の
役
割
を
遂
行
」

（
１
２
０
ペ
ー
ジ
脚
注
）
し
て
い
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
七
月
二
十
九

日
、
亨
進
様
は
、「
米
国
総
会
長
で

あ
っ
た
文
顯
進
の
地
位
を
剥
奪
し
、

代
わ
り
に
文
仁
進
を
米
国
総
会
長
に

発
令
」
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
九
月
十
四
日
（
秋チ

ュ

夕ソ
ㇰ

）、
顯
進
様
は
「（
真
の
お
父
様
か

ら
）
米
国
総
会
長
は
文
顯
進
で
あ
り
、

文
仁
進
は
祝
司
長
（
牧
師
）
で
あ
る

と
い
う
確
答
を
受
け
、
そ
の
内
容
は

文
亨
進
に
通
知
」（
１
２
８
ペ
ー
ジ
）

し
た
。
し
か
し
、
亨
進
様
は
「
最
後

ま
で
創
始
者
の
指
示
を
拒
否
」（
同
）

し
た
。
お
父
様
は
「
二
〇
〇
九
年
三

月
八
日
の
い
わ
ゆ
る
『
束
草
霊
界

メ
ッ
セ
ー
ジ
事
件
』
の
時
ま
で
、
米

国
総
会
長
が
文
顯
進
で
あ
る
と
思
っ

て
い
た
」（
同
）
の
で
あ
る
。

　　

以
上
の
内
容
は
、
事
実
を
歪
曲
し

て
述
べ
て
い
る
も
の
で
す
。
二
〇
〇

九
年
三
月
八
日
、
い
わ
ゆ
る
「
束ソ

ㇰ

草チ
ョ

事
件
」
の
と
き
に
梁ヤ

ン
チ
ャ
ン
シ
ㇰ

昌
植
氏
が
読
み

上
げ
た
「
報
告
書
」
は
「
訓フ

ン

母モ

様
の

報
告
書
」
と
し
て
マ
ル
ス
ム
選
集
６

０
９
巻
１
２
３
ペ
ー
ジ
に
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
梁
昌
植
氏
が

真
の
お
父
様
か
ら
の
指
示
事
項
を
整

理
し
た
「
報
告
書
」
で
あ
り
、
そ
れ

を
お
父
様
に
提
出
し
て
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
た
文
書
で
す
。
そ
れ
は
「
真
の

子
女
様
の
使
命
に
対
す
る
真
の
父
母

様
の
み
言
整
理
報
告
書
」
で
あ
り
、

お
父
様
の
み
言
で
す
。

　

梁
昌
植
氏
の
「
二
〇
〇
九
年
三
月

八
日
、
束
草
報
告
書
」
に
は
、
顯
進

様
や
仁
進
様
の
使
命
に
関
す
る
真
の

お
父
様
の
み
言
が
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
顯
進
様
は
米
国
の
総
会
長
と
し

て
南
北
米
事
業
と
Ｕ
Ｃ
Ｉ
傘
下
ワ
シ

ン
ト
ン
タ
イ
ム
ズ
、
ト
ゥ
ル
ー
ワ
ー

ル
ド
な
ど
各
種
摂
理
機
関
を
総
括
指

揮
し
ま
す
。
顯
進
様
は
特
に
ワ
シ
ン

ト
ン
タ
イ
ム
ズ
お
よ
び
Ｕ
Ｐ
Ｉ
な
ど

報
道
機
関
を
総
括
し
米
国
運
動
の
外

的
拡
散
」（
９
ペ
ー
ジ
）

　
「
仁
進
様
は
真
の
家
庭
で
初
め
て

任
命
を
受
け
た
祝
司
長
と
し
て
米
国

家
庭
連
合
に
対
す
る
総
括
責
任
…
…

家
庭
連
合
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
家
庭
連

合
に
対
す
る
人
事
権
と
財
政
権
を

持
っ
て
文
亨
進
世
界
総
会
長
の
指
示

を
受
け
（
る
）」（
９
～
10
ペ
ー
ジ
）

　　

こ
の
梁
氏
の
「
報
告
書
」
を
見
る

と
、
米
国
に
お
け
る
顯
進
様
と
仁
進

様
の
「
米
国
総
会
長
」
と
し
て
の
責

任
に
関
す
る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、「
米
国
総
会
長
」
と

し
て
の
顯
進
様
に
対
す
る
真
の
お
父

様
の
認
識
は
、「
南
北
米
事
業
と
Ｕ

Ｃ
Ｉ
傘
下
ワ
シ
ン
ト
ン
タ
イ
ム
ズ
、

ト
ゥ
ル
ー
ワ
ー
ル
ド
な
ど
各
種
摂
理

機
関
を
総
括
指
揮
」
す
る
立
場
で
の

「
米
国
総
会
長
」
で
す
。
お
父
様
は
、

顯
進
様
の
使
命
に
関
し
て
梁
氏
が
ま

と
め
た
「
報
告
書
」
の
内
容
を
聞

か
れ
、「
外
的
だ
、
外
的
、
そ
う
だ
」

（
９
ペ
ー
ジ
）
と
語
っ
て
お
ら
れ
る

よ
う
に
、
顯
進
様
は
家
庭
連
合
以
外

の
「
外
的
」
な
「
各
種
摂
理
機
関
を

総
括
指
揮
」
す
る
「
米
国
統
一
運
動

の
責
任
を
負
う
チ
ェ
ア
マ
ン
」
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
顯
進
様
に
対
す
る
お
父
様

の
認
識
は
、
家
庭
連
合
以
外
の

0

0

0

0

0

0

0

「
米

国
統
一
運
動
の
責
任
を
負
う
チ
ェ
ア

マ
ン
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
外
的
」

な
「
米
国
総
会
長
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

そ
れ
に
対
し
、「
米
国
総
会
長
」

と
し
て
の
仁
進
様
に
関
す
る
真
の
お

父
様
の
認
識
は
、「
祝
司
長
と
し
て

米
国
家
庭
連
合
に
対
す
る
総
括
責
任
」

の
立
場
で
す
。
す
な
わ
ち
、
仁
進
様

は
「
米
国
家
庭
連
合
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し

て
家
庭
連
合
に
対
す
る
人
事
権
と
財

政
権
」
を
持
ち
、「
ア
メ
リ
カ
国
内

の
（
家
庭
連
合
に
お
け
る
）
統
一
運

動
の
総
会
長
」
の
立
場
で
あ
り
、
そ

れ
は
「
祝
司
長
」
と
い
う
内
的
な

「
米
国
総
会
長
」
で
す
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
二
〇

〇
八
年
七
月
二
十
九
日
、
亨
進
様
が

仁
進
様
を
「
米
国
統
一
運
動
の
責
任

を
負
う
チ
ェ
ア
マ
ン
」
と
し
て
「
米

国
総
会
長
に
発
令
」
し
、「
米
国
総

会
長
で
あ
っ
た
文
顯
進
の
地
位
を
剥

奪
」
し
た
の
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
主
張
は
「
米
国
総
会
長
」

と
し
て
の
顯
進
様
と
仁
進
様
の
責
任

に
関
す
る
〝
真
の
お
父
様
の
認
識
〟

と
は
食
い
違
っ
て
お
り
、
事
実
に
反

す
る
も
の
で
す
。

　

二
〇
〇
八
年
八
月
十
四
日
、
仁
進

様
は
、
家
庭
連
合
以
外
の
「
各
種
摂

理
機
関
を
総
括
指
揮
」
す
る
「
米
国

統
一
運
動
の
責
任
を
負
う
チ
ェ
ア
マ

ン
」
と
し
て
「
外
的
」
な
「
米
国
総

会
長
」
に
就
任
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
「
ア
メ
リ
カ
国
内

の
（
家
庭
連
合
に
お
け
る
）
統
一
運

動
の
総
会
長
」
で
あ
る
「
祝
司
長
」

と
い
う
内
的
な
「
米
国
総
会
長
」
と

し
て
就
任
さ
れ
た
の
で
す
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
真
の

お
父
様
が
「
二
〇
〇
九
年
三
月
八
日

い
わ
ゆ
る
『
束
草
霊
界
メ
ッ
セ
ー
ジ

事
件
』
の
時
ま
で
、
米
国
総
会
長
が

文
顯
進
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
」
と

述
べ
て
い
ま
す
が
、
お
父
様
は
「
南

北
米
事
業
と
Ｕ
Ｃ
Ｉ
傘
下
ワ
シ
ン
ト

ン
タ
イ
ム
ズ
、
ト
ゥ
ル
ー
ワ
ー
ル
ド

な
ど
各
種
摂
理
機
関
を
総
括
指
揮
」

す
る
立
場
の
「
外
的
」
な
「
米
国
総

会
長
が
文
顯
進
」
で
あ
る
と
思
っ
て

お
ら
れ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
、「
文
仁
進
を
米
国
総

会
長
に
発
令
」
し
た
こ
と
が
「
米
国

総
会
長
で
あ
っ
た
文
顯
進
の
地
位
を

剥
奪
」
し
た
と
い
う
の
は
、
事
実
に

反
す
る
〝
虚
偽
の
主
張
〟
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

　
（
３
）
亨
進
様
は
「
文
顯
進
に
米
国

総
会
長
職
の
発
令
を
し
な
か
っ
た
」

と
い
う
虚
偽

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
次
の
よ

う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
亨
進
様
が

「
文
顯
進
に
米
国
総
会
長
職
の
発
令

を
し
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　　

真
の
お
父
様
は
、
二
〇
〇
九
年
二

月
の
中
頃
に
韓
国
に
戻
ら
れ
、
二
月

二
十
日
の
訓
読
会
で
「
韓
国
は
亨
進

が
責
任
を
持
ち
、
日
本
の
国
は
國
進

が
責
任
を
持
ち
、
米
国
は
顯
進
が
責

任
を
持
つ
」（
１
４
１
ペ
ー
ジ
）
と

語
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
お
父
様

は
「
二
〇
〇
九
年
二
月
十
五
日
、
二

十
日
な
ど
続
け
て
…
…
三
兄
弟
の
責

任
分
野
を
言
及
す
る
中
で
、
米
国
は

文
顯
進
が
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」（
１
４
３
ペ
ー
ジ
）
と
さ

れ
、「
米
国
総
会
長
は
文
顯
進
」（
１

４
１
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
さ
れ
た
。

　

真
の
お
父
様
は
、「
二
日
続
け
て

訓
読
会
で
こ
の
よ
う
な
人
事
措
置
に

つ
い
て
言
及
し
続
け
た
。
文
國
進
は

即
時
そ
の
翌
日
に
日
本
に
出
国
し
、

そ
の
日
に
日
本
総
会
長
は
任
導
淳
か

ら
…
…
宋
栄
錫
に
交
替
し
た
。
文
顯

進
は
米
国
で
消
息
を
聞
い
て
公
式
的
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な
通
知
を
待
っ
た
が
、
一
週
間
経
っ

て
も
何
の
発
表
も
な
か
っ
た
」（
１

４
３
ペ
ー
ジ
）。
結
局
、
亨
進
様
は

「
文
顯
進
に
米
国
総
会
長
職
の
発
令

を
し
な
か
っ
た
」（
同
）
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
世
界
宣
教
本
部
」
か

ら
二
月
二
十
四
日
付
で
公
文
が
発
送

さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
「
文
亨
進
が

組
織
上
創
始
者
の
代
身
者
で
あ
り
、

文
顯
進
の
上
司
で
あ
る
こ
と
を
明
示

す
る
図
表
」（
１
４
５
ペ
ー
ジ
）
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
文
仁
進
の
報

告
を
伝
え
聞
い
た
宣
教
本
部
側
で
文

顯
進
を
意
識
し
急
遽
、
作
っ
た
公
文
」

（
同
）
に
す
ぎ
な
い
。
や
は
り
、
真

の
お
父
様
の
「
指
示
が
今
度
も
守
ら

れ
る
わ
け
が
な
か
っ
た
」（
１
４
２

ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
。

　　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
内
容

も
事
実
に
反
す
る
〝
虚
偽
の
ス
ト
ー

リ
ー
〟
で
す
。『
統
一
教
会
の
分
裂
』

は
、
真
の
お
父
様
が
國ク

ㇰ

進チ
ン

様
に
「
二

〇
〇
九
年
二
月
十
五
日
」
の
訓
読
会

で
「
日
本
の
国
は
國
進
が
責
任
」
を

持
つ
と
語
ら
れ
て
「
人
事
措
置
」
を

さ
れ
、
國
進
様
は
「
そ
の
翌
日
（
二

月
十
六
日
）
に
日
本
に
出
国
」
し
た

の
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

二
〇
〇
九
年
二
月
十
七
日
付
の
「
世

界
宣
教
本
部
」（
当
時
）
の
公
文
に

よ
れ
ば
、
同
年
二
月
十
六
日
に
真
の

父
母
様
の
願
い
を
受
け
て
、
日
本
の

全
国
祝
福
家
庭
総
連
合
会
総
会
長
の

離
就
任
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

國
進
様
に
対
す
る
人
事
措
置
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
そ
の
日
付
は

「
二
月
十
五
日
」
で
は
な
く
、「
二
月

十
六
日
」
で
す
。

　

二
〇
〇
九
年
二
月
十
九
日
午
後
四

時
か
ら
東
京
・
渋
谷
の
松
濤
本
部
の

礼
拝
堂
で
、
全
国
祝
福
家
庭
総
連
合

会
総
会
長
の
離
就
任
式
が
執
り
行
わ

れ
、
任イ

ㇺ

導ド

淳ス
ン

氏
か
ら
宋ソ

ン

榮ヨ
ン

錫ソ
ㇰ

氏
に
交

替
し
ま
し
た
。
國
進
様
は
日
本
の
総

会
長
の
離
就
任
式
の
た
め
に
二
月
十

七
日
、
日
本
に
出
国
さ
れ
た
の
で

あ
っ
て
、「
そ
の
翌
日
（
二
月
十
六

日
）」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
マ
ル
ス
ム
選
集
６
０
７
巻

に
は
二
〇
〇
九
年
一
月
二
十
四
日
か

ら
二
月
十
六
日
ま
で
の
真
の
お
父
様

の
み
言
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

二
月
十
五
日
の
訓
読
会
の
み
言
は
収

録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
二
月
十
三
日

当
時
、
真
の
父
母
様
は
ハ
ワ
イ
に
滞

在
し
て
お
ら
れ
、
二
月
十
五
日
に
真

の
父
母
様
は
ハ
ワ
イ
か
ら
韓
国
に
移

動
さ
れ
ま
し
た
。
翌
十
六
日
に
は
真

の
父
母
様
の
「
帰
国
歓
迎
集
会
」
が

韓
国
の
天

チ
ョ
ン

正ヂ
ョ
ン

宮グ
ン

博
物
館
で
開
催
さ

れ
、
同
日
、
真
の
父
母
様
の
特
別
指

示
に
よ
り
日
本
の
総
会
長
を
祝
福
し

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
真
の

お
父
様
が
「
二
〇
〇
九
年
二
月
十
五

日
」
の
訓
読
会
で
「
三
兄
弟
の
責
任

分
野
を
言
及
」
さ
れ
「
日
本
の
国
は

國
進
が
責
任
」
を
持
つ
と
語
ら
れ
、

國
進
様
に
対
す
る
「
人
事
措
置
」
を

さ
れ
た
と
述
べ
ま
す
が
、
二
月
十
五

日
の
訓
読
会
の
み
言
は
な
く
、
こ
れ

は
〝
虚
偽
の
主
張
〟
で
す
。
さ
ら
に

「
そ
の
日
（
二
月
十
五
日
）
に
日
本

総
会
長
は
任
導
淳
か
ら
…
…
宋
栄
錫

に
交
替
」
し
、「
そ
の
翌
日
」
の
十

六
日
に
國
進
様
が
「
日
本
に
出
国
」

し
た
と
い
う
の
も
、
事
実
と
は
異
な

る
〝
虚
偽
の
主
張
〟
で
す
。

　

よ
っ
て
、「
二
〇
〇
九
年
二
月
十

五
日
」
の
訓
読
会
で
、
真
の
お
父
様

が
「
韓
国
は
亨
進
が
責
任
を
持
ち
、

日
本
の
国
は
國
進
が
責
任
を
持
ち
、

米
国
は
顯
進
が
責
任
を
持
つ
」
と
語

ら
れ
た
事
実
は
な
く
、
三
兄
弟
に
対

す
る
「
人
事
措
置
」
も
し
て
お
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、

真
の
お
父
様
が
「
二
〇
〇
九
年
二
月

二
十
日
」
の
訓
読
会
で
「
米
国
総
会

長
」
と
し
て
、
文
顯
進
様
に
言
及
さ

れ
た
と
述
べ
ま
す
が
、
こ
れ
は
前
述

し
た
よ
う
に
「
外
的
」
な
「
各
種
摂

理
機
関
を
総
括
指
揮
」
す
る
立
場
で

あ
る
「
米
国
総
会
長
」
と
し
て
の
顯

進
様
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
ら
れ
る

内
容
で
す
。
つ
ま
り
、
改
め
て
顯
進

様
に
対
し
「
人
事
措
置
」
を
行
う
必

要
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

お
父
様
が
顯
進
様
に
対
し
て
米
国
総

会
長
の
「
人
事
措
置
」
を
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「（
亨
進
様
は
）
文

顯
進
に
米
国
総
会
長
職
の
発
令
を
し

な
か
っ
た
」
と
述
べ
る
こ
と
は
、
事

実
に
そ
ぐ
わ
な
い
〝
虚
偽
の
主
張
〟

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
二
〇

〇
九
年
二
月
二
十
二
日
、
当
時
、
米

国
大
陸
会
長
で
あ
っ
た
金キ

ㇺ

炳ビ
ョ
ン

和フ
ァ

氏

が
金キ

ㇺ

孝ヒ
ョ
ウ

律ユ
ㇽ

補
佐
官
（
当
時
）
に
送
っ

た
書
信
で
、「
米
国
で
は
お
父
様
が

最
近
語
ら
れ
た
内
容
に
従
い
、
顯
進

様
が
教
会
を
含
み
全
て
の
統
一
運
動

の
責
任
を
任
さ
れ
た
」（
１
４
５
ペ
ー

ジ
脚
注
）
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
真

の
お
父
様
が
顯
進
様
に
対
し
「
教
会

を
含
み
全
て
の
統
一
運
動
の
責
任
」

と
し
て
の
米
国
総
会
長
の
「
人
事
措

置
」
を
さ
れ
た
事
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
会
に
お
け
る
「
米
国
家
庭
連
合
の

Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
家
庭
連
合
に
対
す
る

人
事
権
と
財
政
権
」
を
持
ち
、「
ア

メ
リ
カ
国
内
の
（
家
庭
連
合
に
お
け

る
）
統
一
運
動
の
総
会
長
」、「
祝
司

長
」
と
し
て
の
内
的
な
「
米
国
総
会

長
」
は
、
仁
進
様
な
の
で
す
。
よ
っ

て
、
亨
進
様
が
「
文
顯
進
に
米
国
総

会
長
職
の
発
令
を
し
な
か
っ
た
」
と

い
う
の
は
当
然
の
こ
と
な
の
で
す
。

　

二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
四
日
付
の

世
界
宣
教
本
部
（
当
時
）
か
ら
「
全

世
界
の
組
織
に
関
す
る
真
の
父
母
様

の
特
別
指
示
の
件
」
と
題
し
て
公
文

が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。『
統
一
教
会

の
分
裂
』
は
、
そ
れ
を
「
宣
教
本
部

側
で
文
顯
進
を
意
識
し
急
遽
、
作
っ

た
公
文
」
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
公
文
に
は
「
二
〇

〇
九
年
二
月
二
十
三
日
、
真
の
父
母

様
の
特
別
指
示
に
よ
り
下
記
の
よ
う

に
全
世
界
の
全
て
の
組
織
に
対
す
る

主
管
を
明
確
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
」

（
翻
訳
は
教
理
研
究
院
に
よ
る
、
以

下
同
じ
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、「
宣
教
本
部
側
で
文
顯
進
を
意

識
し
急
遽
、
作
っ
た
公
文
」
な
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
公
文
は
「
真

の
父
母
様
の
特
別
指
示
」
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』

は
、
そ
の
公
文
の
内
容
に
つ
い
て

「
文
亨
進
が
組
織
上
創
始
者
の
代
身

者
で
あ
り
、
文
顯
進
の
上
司
で
あ
る

こ
と
を
明
示
す
る
図
表
」
が
あ
る
と

述
べ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
公
文
に
は
、

次
の
よ
う
な
図
と
説
明
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
全
て
の
組
織
は
真
の
父
母
様
の

指
示
を
受
け
、
文
亨
進
世
界
会
長
が

0

0

0

0

0

0

0

0

総
括
す
る

0

0

0

0

。
あ
わ
せ
て
、
世
界
基
督

教
統
一
神
霊
協
会
と
世
界
平
和
統
一

家
庭
連
合
な
ど
の
教
会
組
織
は
、
文

亨
進
世
界
会
長
が
主
管
し
、
天
宙
平

和
連
合
は
文
顯
進
世
界
議
長
が
主
管

す
る
」

　
「
す
べ
て
の
指
導
者
た
ち
は
別
の

大
陸
の
国
で
行
事
や
大
会
を
開
催
す

る
場
合
、
ま
ず
、
世
界
宣
教
本
部
に

報
告
し
承
認
を
受
け
た
後
、
実
施
す

る
よ
う
に
す
る
」

2
0
0
9
年

2
月

2
4
日
付
の
公
文
の
図
表

　　

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
九
年
二
月

二
十
四
日
付
の
公
文
の
図
表
は
、「
文

亨
進
が
組
織
上
創
始
者
の
代
身
者
」

を
明
示
す
る
図
表
で
は
な
く
、
全
て

の
組
織
は
「
真
の
父
母
様
の
指
示
を

受
け
、
文
亨
進
世
界
会
長
が
総
括
す

0

0

0

る0

」
と
い
う
立
場
を
明
確
に
し
て
い

る
図
表
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
は
、
亨
進
様
が

「
文
顯
進
の
上
司
」
と
い
う
「
上
下

の
関
係
」
を
示
し
た
図
表
な
の
で
は

な
く
、「
教
会
組
織
は

0

0

0

0

0

文
亨
進
世
界

会
長
が
主
管
」
し
、「
天
宙
平
和
連

0

0

0

0

0

合
は

0

0

文
顯
進
世
界
議
長
が
主
管
」
す

る
と
い
う
こ
と
を
表
し
た
も
の
で
あ

り
、「
並
列
の
関
係
」
を
示
し
て
い

る
図
表
で
す
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
真
の

お
父
様
の
「
指
示
が
今
度
も
守
ら
れ

る
わ
け
が
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い

ま
す
が
、
上
記
の
公
文
は
「
真
の
父

母
様
の
特
別
指
示
」
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
顯
進
様
は
、
こ
の
よ

う
な
「
真
の
父
母
様
の
特
別
指
示
」

真の父母様

文亨進 世界会長

世界平和統一家庭連合
文亨進 世界会長

天宙平和連合
文顯進 世界議長

2009年2月24日付の公文の図表
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に
対
し
て
「
非
常
に
不
快
な
気
分
を

現
わ
し
、
職
権
で
米
国
統
一
教
会

理
事
会
を
召
集
」（
１
４
５
ペ
ー
ジ
）

す
る
に
至
っ
た
の
だ
と
『
統
一
教
会

の
分
裂
』
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
仁
進
様
の
「
米

国
総
会
長
」
へ
の
任
命
は
、
い
わ
ゆ

る
「
文
仁
進
米
国
総
会
長
任
命
事
件

0

0

0

0

」

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
い
わ
ゆ

る
「
文
仁
進
米
国
総
会
長
任
命
事
件
」

を
、「
人
事
権
を
握
っ
た
文
亨
進
が
、

創
始
者
の
指
示
を
無
視
」
し
て
、「
米

国
総
会
長
で
あ
っ
た
文
顯
進
の
地
位

を
剥
奪
し
、
代
わ
り
に
文
仁
進
を
米

国
総
会
長
に
発
令
」
し
た
事
件
で
あ

る
と
述
べ
ま
す
が
、
そ
の
主
張
は
み

言
の
改
竄ざ

ん

や
事
実
隠
蔽
に
基
づ
く

〝
虚
偽
の
主
張
〟
な
の
で
す
。

　

米
国
家
庭
連
合
元
会
長
で
あ
る
マ

イ
ケ
ル
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
氏
の
二
〇

一
〇
年
七
月
一
日
の
「
報
告
書
」
に

よ
れ
ば
、
顯
進
様
が
「
真
の
お
母
様

と
兄
弟
た
ち
が
真
の
お
父
様
の
指
示

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
」
と

語
っ
て
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』

も
、「
文
顯
進
は
母
・
韓
鶴
子
と
二

人
の
弟
、
即
ち
文
國
進
及
び
文
亨
進

と
葛
藤
し
て
い
る
」（
１
２
３
ペ
ー

ジ
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
顯
進
様
は
、
亨
進

様
が
世
界
会
長
を
務
め
る
世
界
宣
教

本
部
（
当
時
）
か
ら
出
さ
れ
る
「
真

の
父
母
様
の
特
別
指
示
」
の
公
文
に

対
し
、
そ
れ
は
自
分
に
対
す
る
母
と

弟
た
ち
の
〝
陰
謀
〟
で
あ
る
と
の
猜

疑
心
か
ら
来
る
不
信
感
を
強
く
持
っ

て
い
た
の
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
世
界
宣
教
本
部
か
ら

出
た
二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
四
日
付

の
公
文
で
あ
る
「
真
の
父
母
様
の
特

別
指
示
」
に
対
し
、
顯
進
様
は
「
非

常
に
不
快
な
気
分
」
で
あ
っ
た
と
い

う
の
で
す
。
そ
れ
で
、
顯
進
様
は

「
米
国
教
会
理
事
会
」
の
構
成
員
を
、

自
分
の
意
に
従
う
人
間
へ
と
変
更
す

る
こ
と
を
強
行
し
よ
う
と
す
る
大
事

件
（
米
国
教
会
理
事
会
乗
っ
取
り
未

遂
事
件
）
を
引
き
起
こ
し
て
い
っ
た

の
で
す
。
真
の
お
父
様
は
、
次
の
よ

う
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
は
直
接
神
様
と
通
ず
る

道
が
な
い
の
で
、
先
生
が
橋
を
架
け

て
あ
げ
て
い
ま
す
。
…
…
で
す
か
ら

公
文
を
重
要
視

0

0

0

0

0

0

し
、
本
部
で
送
る
発

刊
物
を
重
要
視
せ
よ
と
い
う
話
も
す

る
の
で
す
」（『
牧
会
者
の
道
』
３
９

３
ペ
ー
ジ
）

　　
「
真
の
父
母
様
の
特
別
指
示
」
は
、

家
庭
連
合
世
界
本
部
の
公
文
を
通
じ

て
伝
達
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
真

の
お
父
様
は
「
蕩と

う

減げ
ん

復
帰
の
峠
を
越

え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
み
言
の
中
で
、

「
す
べ
て
問
題
は
中
心
者
と
一
つ
に

な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
人
の
教
え
と

か
、
そ
の
人
の
業
績
を
共
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
蕩
減
さ
れ
る
の
で
す
。

…
…
神
様
解
放
ま
で
行
く
に
は
、
真0

の
父
母
と
共
に

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
蕩
減
の
道
を

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」

（『
男
性
訪
韓
修
練
会
御
言
集
』
２
１

３
～
２
１
４
ペ
ー
ジ
）
と
語
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
お
父
様
の
願
い
が
公
文

を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
て
も
、
顯
進
様

は
そ
れ
に
対
す
る
猜
疑
心
を
持
っ
て

お
り
、
そ
れ
が
顯
進
様
の
行
く
道
を

難
し
く
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
神
様
を
解
放
す
る
た

め
に
、
常
に
真
の
父
母
様
と
共
に
み

旨
を
歩
む
こ
と
を
心
掛
け
、
そ
の
た

め
に
は
、
真
の
父
母
様
の
み
言
や
公

文
を
重
要
視
し
な
が
ら
生
活
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
公
文
の

内
容
等
に
つ
い
て
、
顯
進
様
に
と
っ

て
都
合
の
悪
い
こ
と
は
、
真
の
お
父

様
の
指
示
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

う
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
事
実
を
ね

じ
曲
げ
て
〝
虚
偽
の
ス
ト
ー
リ
ー
〟

を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

真
の
父
母
様
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、

「
真
の
父
母
」
を
不
信
さ
せ
よ
う
と

す
る
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
の
記
載

内
容
に
は
十
分
に
注
意
し
、
そ
れ
に

決
し
て
惑
わ
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
家
庭
連
合
の
「
公
文

を
重
要
視
し
、
本
部
で
送
る
発
刊
物

を
重
要
視
」
し
な
が
ら
、
天
の
父
母

様
（
神
様
）、
真
の
父
母
様
と
一
つ

に
な
っ
て
「
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
二
〇
」

の
勝
利
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　


